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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アカシア・クラシカルパ（Acacia crassicarpa）のセルロース系材料からなる、セルロ
ース系材料を含む溶解パルプ。
【請求項２】
　0.25重量％未満の親油性成分含量を特徴とする、請求項1に記載の溶解パルプ。
【請求項３】
　0～0.20重量％の親油性成分含量を特徴とする、請求項1または2に記載の溶解パルプ。
【請求項４】
　少なくとも90～99重量％のα-セルロース含量を特徴とする、請求項1～3のいずれか一
項に記載の溶解パルプ。
【請求項５】
　ペントサンの量が2.0重量％～3.0重量％である、請求項1～4のいずれか一項に記載の溶
解パルプ。
【請求項６】
　アカシア・クラシカルパのセルロース系材料が固形分で溶解パルプの少なくとも50重量
％であることを特徴とする、請求項1～5のいずれか一項に記載の溶解パルプ。
【請求項７】
　溶解パルプがリグニンを実質的に含まないことを特徴とする、請求項1～6のいずれか一
項に記載の溶解パルプ。
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【請求項８】
　リグニンと、炭水化物と、ヘミセルロースと、無機塩とを含む液状混合物をさらに含む
、請求項1～6のいずれか一項に記載の溶解パルプ。
【請求項９】
　溶解パルプを調製する方法であって、以下の工程を含む、方法:
（a）アカシア・クラシカルパからなるセルロース系またはリグノセルロース系材料を含
む組成物を加水分解する工程であって、それによって、処理されたセルロース系またはリ
グノセルロース系組成物を形成する、工程;
（b）前記処理された組成物を、溶解パルプを製造するためのアルカリ条件下で加熱する
工程。
【請求項１０】
　加水分解する工程が、アカシア・クラシカルパからなるセルロース系またはリグノセル
ロース系材料を蒸気で処理することを含む、請求項9に記載の方法。
【請求項１１】
　加水分解物のpHが3以下になるまで加水分解する工程が行われる、請求項10に記載の方
法。
【請求項１２】
　加熱する工程が、処理された組成物をアルカリ溶液の存在下で加熱することを含む、請
求項9～11のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　アルカリ溶液がNaOHとNa2Sとの混合物を含む、請求項12に記載の方法。
【請求項１４】
　再生セルロース繊維を製造する方法であって、以下の工程を含む、方法:
（a）アカシア・クラシカルパの溶解パルプを塩基処理して、キサントゲン酸セルロース
を製造する工程;
（b）再生セルロース繊維を製造するために該キサントゲン酸セルロースを中和する工程
。
【請求項１５】
　塩基処理が水性水酸化ナトリウムで溶解パルプを処理すること;処理された溶解パルプ
を老成すること;および老成した溶解パルプを二硫化炭素と反応させて、キサントゲン酸
セルロースを形成させることを含む、請求項14に記載の方法。
【請求項１６】
　中和する工程が、キサントゲン酸セルロースを硫酸浴における湿式紡糸プロセスに付す
ことによって、再生セルロース繊維を製造することを含む、請求項14または15に記載の方
法。
【請求項１７】
　0.25重量％未満の親油性成分含量を特徴とするアカシア・クラシカルパの溶解パルプを
提供する工程をさらに含む、請求項14～16のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１８】
　0～0.20重量％の親油性成分含量を特徴とし、アカシア・クラシカルパからなるセルロ
ース系材料を含む再生セルロース繊維。
【請求項１９】
　請求項18記載の再生セルロース繊維を含むテキスタイル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は概してパルプ加工に関し、より具体的には、代替パルプおよびその製造方法に
関する。
【背景技術】
【０００２】
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　溶解パルプは、高いセルロース含量、例えば約90％を上回るセルロース含量または約96
％を上回るセルロース含量を有する漂白木材パルプである。溶解パルプは、典型的には、
高レベルの白色度（brightness）まで漂白され、特別な性質、例えば一様な分子量分布を
有する。これは、紙にされるのではなく溶剤に溶解されるか他の何らかの方法で均一な溶
液にされることから溶解パルプと呼ばれており、その均一な溶液は、次に、テキスタイル
用繊維を製造するために紡糸するか、または幅広いセルロース誘導体を製造するためにさ
らに化学的に反応させることができる。
【０００３】
　溶解パルプの製造には多くの木材種を使用することができるが、現在は主としてマツ種
およびユーカリ種が使用されている。溶解パルプの大半は、広葉樹種から製造されている
が、その理由は主に、入手しやすいこと、密度、コスト、および脱リグニンが比較的容易
であることにある。過去には、アシ、バガスおよびタケなどの一年生植物も試されたが、
結果として得られるパルプのシリカ含量を低減することの難しさが問題になることが判明
し、それらの使用は普及していない。
【０００４】
　溶解パルプを作るための特定広葉樹種の選択にはその木材種の化学的性質および物理的
性質の本質的知識が必要になるので、溶解グレードパルプの製造に他の広葉樹材料を使用
することができるかどうかを探究する努力は、ほとんどなされていなかった。
【０００５】
　とりわけ、溶解グレード木材パルプはビスコースの製造に使用することができる。ビス
コース（ビスコースレーヨンとも呼ばれる）は、ビスコースプロセスを使って天然セルロ
ース（主として溶解グレード木材パルプ）を化学的に処理することによって製造される人
造セルロース系繊維である。時には綿繊維（綿リンター）からのセルロースが使用される
が、それは標準ではない。ビスコースプロセスを使用すれば、最終製品（例えば織成品、
不織品および高靱性品を挙げることができる）を製造するために何が要求されるかに応じ
て、異なる物理的性質および化学的性質を有するレーヨン繊維を製造することができる。
【０００６】
　ビスコースレーヨンは綿に似た性質を数多く有している。ビスコースレーヨンは容易に
染まり、加熱しても縮まず、生分解性である。したがってビスコースレーヨンは多くのテ
キスタイル用途およびアパレル用途に使用され、他の繊維とブレンドされることも多い。
ビスコースレーヨンは通気性がよく、良い熱伝導体であるため、温暖な天候での使用に適
した涼しくて快適な繊維になる。また、ビスコースレーヨンは綿を上回る高い水分吸収力
を有するため、使い捨て衛生用品にも使用される。
【０００７】
　同様に、他の木材種から製造された溶解パルプを使用することができるかどうかを探究
する努力も、ごくわずかであった。
【０００８】
　したがって、代替溶解パルプ、それを調製する方法、および新規ビスコース繊維を調製
するために溶解パルプを使用する方法を提供することが必要とされている。
【発明の概要】
【０００９】
　第1局面では、アカシア・クラシカルパ（Acacia crassicarpa）のセルロース系材料を
含む溶解パルプが提供される。有利なことに、アカシア・クラシカルパは、分類学的に近
い他の種、例えばアカシア・マンギウム（Acacia mangium）とは異なり、意外にも、親油
性含有物または親油性抽出分の含有量が比較的低く、それゆえに、厳格な産業上の要求を
満たす溶解パルプの調製に使用するのに適していることが見いだされた。
【００１０】
　第2局面では、アカシア・クラシカルパのパルプを含むセルロース系組成物であって、
アカシア・クラシカルパ・パルプが固形分で該組成物の少なくとも50重量％であることを
特徴とする組成物が提供される。
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【００１１】
　第3局面では、アカシア・クラシカルパ木材チップと、少なくとも1つの加水分解媒質と
を含む組成物が提供される。
【００１２】
　第4局面では、溶解パルプを調製するための前記組成物の使用が提供される。
【００１３】
　第5局面では、溶解パルプを調製する方法であって、（a）アカシア・クラシカルパのセ
ルロース系またはリグノセルロース系材料を含む組成物を加水分解する工程であって、そ
れによって、処理されたセルロース系またはリグノセルロース系組成物を形成する、工程
、（b）処理された組成物を、溶解パルプを製造するための条件下で加熱する工程を含む
方法が提供される。
【００１４】
　第6局面では、再生セルロース繊維を製造する方法であって、（a）アカシア・クラシカ
ルパの溶解パルプを塩基処理して、キサントゲン酸セルロースを製造する工程、（b）再
生セルロース繊維を製造するために該キサントゲン酸セルロースを中和する工程を含む方
法が提供される。
【００１５】
　第7局面では、アカシア・クラシカルパのセルロース系材料を含む再生セルロース繊維
が提供され、該アカシア・クラシカルパのセルロース系材料は0～0.20重量％の親油性成
分含量を特徴とする。
【００１６】
　第8局面では、本明細書において開示する再生セルロース繊維を含むテキスタイルが提
供される。
【００１７】
定義
　本明細書において使用する以下の単語および用語は、以下に示す意味を有するものとす
る。
【００１８】
　用語「親油性構成成分」は、木材中に存在しかつ有機溶剤に可溶である、脂肪酸、ステ
ロール、炭化水素、ステロイド炭化水素およびケトンを包含する。親油性構成成分は、ジ
クロロメタン（DCM）やアセトンなどの有機溶剤によって抽出することができる。したが
って親油性構成成分は「親油性抽出分」、より具体的には「DCM抽出分」または「アセト
ン抽出分」ということもできる。本明細書においては用語「親油性含有物」も可換的に使
用される。
【００１９】
　用語「セルロース」またはその文法上の変形は、線状鎖を形成するβ（1→4）結合した
D-グルコース単位のホモポリマーを指す。セルロースは数百～数千個またはそれ以上のグ
ルコース単位を含有することができるので、セルロースは多糖になる。セルロースは、植
物の細胞壁など、多くの天然物に見いだされるので、例えば木材、パルプおよび綿などに
見いだすことができる。いくつかの態様では、「セルロース」は、リグニンを実質的に含
まない有機材料またはバイオマスを指す。
【００２０】
　用語「リグノセルロース」またはその文法上の変形は、本明細書では、セルロース、ヘ
ミセルロースおよびリグニンを含有する有機材料またはバイオマスを指すために使用され
る。炭水化物ポリマー（セルロースおよびヘミセルロース）はリグニンに強固に結合して
いる。一般にこれらの材料は、キシラン、タンパク質、および/または他の炭水化物、例
えばデンプンも含有しうる。リグノセルロース系材料は、例えば植物の茎、葉、殻（hull
）、皮（husk）、および穂軸、または木の葉、枝、および木質部に見いだされる。リグノ
セルロース系材料としては、バージン植物バイオマスおよび/または非バージン植物バイ
オマス、例えば農業バイオマス、産業有機物、建設廃材および解体廃材、都市固形廃棄物
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、紙くず、ならびに庭くずを挙げることができる。一般的な形態のリグノセルロース系材
料としては、木、低木、草、コムギ、麦わら、サトウキビバガス、トウモロコシ、トウモ
ロコシの皮、穀粒からの繊維を含むトウモロコシ穀粒、トウモロコシ、イネ、コムギ、お
よびオオムギなどの穀物の製粉（湿式製粉および乾式製粉を含む）による製品および副生
成物、ならびに都市固形廃棄物、紙くず、および庭くずが挙げられる。リグノセルロース
系材料として、草本性材料、農業残渣、林業残渣、製紙工場残渣も挙げることができるが
、それらに限定されるわけではない。さらなる例として、枝、灌木、籐類（cane）、トウ
モロコシおよびトウモロコシの皮、エネルギー作物、森林樹木、果実、花、穀物、草、草
本作物、葉、樹皮、針葉、丸太、根、若木、短期輪作木質作物、低木、スイッチグラス、
木、野菜、果実の皮、つる植物、サトウダイコンパルプ、シャープス（wheat middlings
）、オーツ麦の殻、広葉樹および針葉樹、農場活動および林業活動を含む農業プロセスか
ら生じる有機廃棄物材料、特に林業木材廃棄物、またはそれらの混合物が挙げられるが、
それらに限定されるわけではない。リグノセルロース系材料は、漂白材料、例えば漂白パ
ルプ、または未漂白材料を含みうる。
【００２１】
　本明細書において使用する用語「ヘミセルロース」は、例えば限定するわけではないが
キシロース、マンノース、ガラクトース、ラムノースおよびアラビノースなどといった異
なる糖質単位を含有するヘテロポリマーを指す。ヘミセルロースは、数百～数千個の糖単
位を有する分岐ポリマーを形成する。ヘミセルロースはペントース糖とヘキソース糖をど
ちらも含むことができる。
【００２２】
　「実質的に」という単語は「完全に」を排除するものではなく、例えばYを「実質的に
含まない」組成物は、Yを全く含まなくてもよい。必要であれば、本発明の定義から「実
質的に」という単語を省いてもよい。
【００２３】
　別段の明記がある場合を除き、用語「を含む」（「comprising」および「comprise」）
ならびにその文法上の変形は、言明した要素を包含するが、言明されていない追加の要素
の包含も許すという、「非排他的（open）」または「包含的（inclusive）」語法を表す
ものとする。
【００２４】
　本明細書において使用する用語「約」は、配合物の構成要素の濃度に関連する場合には
、典型的には、明示した値の±5％、より典型的には明示した値の±4％、より典型的には
明示した値の±3％、より典型的には明示した値の±2％、さらに典型的には明示した値の
±1％、さらに典型的には明示した値の±0.5％を意味する。
【００２５】
　本開示の全体を通して、一定の態様を、範囲表示の形式で開示する場合があるが、範囲
表示の形式による説明は、単に便宜的なもの、かつ簡潔な説明のためのものであるに過ぎ
ず、開示した範囲への硬直的な限定であると解釈してはならないと理解するべきである。
したがって範囲の説明は、考えうる部分範囲ならびに範囲内の個々の数値を全て具体的に
開示していると見なすべきである。例えば1～6という範囲の記載は、1～3、1～4、1～5、
2～4、2～6、3～6などの部分範囲、ならびにその範囲内の個々の数字、例えば1、2、3、4
、5、および6を具体的に開示していると見なすべきである。このことは範囲の幅に関係な
く適用される。
【００２６】
　本明細書では一定の態様を広く上位概念によって記載する場合もある。上位概念の開示
に包含される下位概念および下位分類のそれぞれも、本開示の一部を形成する。これには
、削除される事項が本明細書において具体的に言明されているか否かにかかわらず、上位
概念からいずれかの対象事項を除外する但し書きまたは消極的限定を伴う上位概念による
態様の説明が包含される。
【００２７】
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　より具体的には、本発明は以下を提供する：
[1]　アカシア・クラシカルパのセルロース系材料を含む溶解パルプ;
[2]　0.25重量％未満の親油性成分含量を特徴とする、[1]に記載の溶解パルプ；
[3]　0～0.20重量％の親油性成分含量を特徴とする、[1]または[2]に記載の溶解パルプ；
[4]　少なくとも90～99重量％のα-セルロース含量を特徴とする、[1]～[3]のいずれかに
記載の溶解パルプ；
[5]　ペントサンの量が2.0重量％～3.0重量％である、[1]～[4]のいずれかに記載の溶解
パルプ；
[6]　アカシア・クラシカルパのパルプを含むセルロース系組成物であって、アカシア・
クラシカルパ・パルプが固形分で該組成物の少なくとも50重量％であることを特徴とする
、セルロース系組成物；
[7]　パルプがリグニンを実質的に含まないことを特徴とする、[6]に記載のセルロース系
組成物；
[8]　パルプが0～0.20重量％の親油性成分含量を有することを特徴とする、[6]または[7]
に記載のセルロース系組成物；
[9]　リグニンと、炭水化物と、ヘミセルロースと、無機塩とを含む液状混合物をさらに
含む、[6]～[8]のいずれかに記載のセルロース系組成物；
[10]　アカシア・クラシカルパ木材チップと少なくとも1つの加水分解媒質とを含む組成
物；
[11]　木材チップが樹皮、茎、根、およびそれらの混合物からなる群より選択される、[1
0]に記載の組成物；
[12]　加水分解媒質が加圧蒸気である、[10]または[11]に記載の組成物；
[13]　溶解パルプを調製するための、[6]～[12]のいずれかに記載の組成物の使用；
[14]　溶解パルプを調製する方法であって、以下の工程を含む、方法:
（a）アカシア・クラシカルパのセルロース系またはリグノセルロース系材料を含む組成
物を加水分解する工程であって、それによって、処理されたセルロース系またはリグノセ
ルロース系組成物を形成する、工程;および
（b）処理された組成物を、溶解パルプを製造するための条件下で加熱する工程；
[15]　加水分解する工程が、アカシア・クラシカルパのセルロース系またはリグノセルロ
ース系材料を蒸気で処理することを含む、[14]に記載の方法；
[16]　加水分解物のpHが3以下になるまで加水分解する工程が行われる、[15]に記載の方
法；
[17]　加熱する工程が、処理された組成物をアルカリ溶液の存在下で加熱することを含む
、[14]～[16]のいずれかに記載の方法；
[18]　アルカリ溶液がNaOHとNa2Sとの混合物を含む、[17]に記載の方法；
[19]　再生セルロース繊維を製造する方法であって、以下の工程を含む、方法:
（a）アカシア・クラシカルパの溶解パルプを塩基処理して、キサントゲン酸セルロース
を製造する工程;
（b）再生セルロース繊維を製造するために該キサントゲン酸セルロースを中和する工程
；
[20]　塩基処理が水性水酸化ナトリウムで溶解パルプを処理すること;処理された溶解パ
ルプを老成すること;および老成した溶解パルプを二硫化炭素と反応させて、キサントゲ
ン酸セルロースを形成させることを含む、[19]に記載の方法；
[21]　中和する工程が、キサントゲン酸セルロースを硫酸浴における湿式紡糸プロセスに
付すことによって、再生セルロース繊維を製造することを含む、[19]または[20]に記載の
方法；
[22]　0.25重量％未満の親油性成分含量を特徴とするアカシア・クラシカルパの溶解パル
プを提供する工程をさらに含む、[19]～[21]のいずれかに記載の方法；
[23]　0～0.20重量％の親油性成分含量を特徴とするアカシア・クラシカルパのセルロー
ス系材料を含む再生セルロース繊維；
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[24]　[23]に記載の再生セルロース繊維を含むテキスタイル。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
　添付の図面は、開示する態様を図解するものであり、開示する態様の原理を説明するの
に役立つ。ただし、図面には図解という目的しかなく、本発明の範囲を画定しようとする
ものではないことを、理解すべきである。
【００２９】
【図１】本開示の一態様による前加水分解クラフトプロセスの図解である。
【図２】本開示の一態様によるビスコースプロセスの図解である。
【図３】実施例2で述べる3つの試料、すなわちアカシア・クラシカルパ前加水分解クラフ
ト溶解パルプ、ユーカリ前加水分解クラフト溶解パルプおよび参照市販ユーカリパルプか
ら実験室で調製されたアルカリセルロースの予備的老成（pre-age）挙動のグラフである
。
【図４】実施例2で述べる3つの試料、すなわちアカシア・クラシカルパ前加水分解クラフ
ト溶解パルプ、ユーカリ前加水分解クラフト溶解パルプおよび参照市販ユーカリパルプか
ら実験室で調製された、熟成後の、希釈ビスコースドープ溶液の相対的粒子容積分布のグ
ラフである。
【図５】実施例2で述べる3つの試料、すなわちアカシア・クラシカルパ前加水分解クラフ
ト溶解パルプ、ユーカリ前加水分解クラフト溶解パルプおよび参照市販ユーカリパルプか
ら実験室で調製されたビスコースドープ溶液の後熟成挙動のグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
詳細な説明
　本開示は、溶解パルプの製造にアカシア属を使用することができるかどうか、またビス
コース繊維の製造にアカシア・クラシカルパから製造された前加水分解クラフト溶解パル
プを使用することができるかどうかを探究するのに役立つ。
【００３１】
　工業用クラフトパルプの製造には多くの木材種が使用されてきた。しかしアカシア種は
工業用溶解グレードパルプの製造には使用されてこなかった。溶解パルプからはリグニン
およびヘミセルロースが除去されている点で、クラフトパルプは溶解パルプとは区別され
る。リグニンおよびヘミセルロースの除去はパルプを可溶性にするので、「溶解」パルプ
である。さらにまた、リグニンおよびヘミセルロースの除去は、パルプのセルロース系含
量を増加させて、より強い機械的性質を有するパルプをもたらす。
【００３２】
　したがって溶解パルプは、原木材料のセルロース系パルプを含む組成物である。溶解パ
ルプまたは溶解グレードパルプは、本明細書において開示するプロセスを使って、木材か
ら製造することができる。
【００３３】
　溶解グレードパルプには、その応用に応じて、異なる工業的仕様がある。ビスコースレ
ーヨン製造に使用される溶解グレードパルプの典型的なパルプ仕様を下記表1に示す。
【００３４】
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【表１】

【００３５】
　アカシア・クラシカルパは親油性構成成分の含有量が低く、したがって溶解グレードパ
ルプに要求されるパルプ仕様を満たしうることが、見いだされた。親油性構成成分（また
は親油性抽出分）には、木材中に存在しかつ有機溶剤に可溶である脂肪酸、ステロール、
炭化水素、ステロイド炭化水素およびケトンが含まれる。木材における親油性含有物の存
在はパルプ化プロセスおよび製造される溶解パルプの品質に負の効果を有する。例えば、
パルプの還元特性は、ステロールおよび炭素鎖長がC20未満である飽和脂肪酸によって左
右される。ステロール残基の量が増えるとパルプの粘度が増加して、パルプ化プロセスの
操作性に困難をきたしうる。さらに、親油性含有物の量の増加は、α-セルロースの収率
に負の影響を及ぼしうる。α-セルロースは、ヘミセルロース、β-セルロースおよびγ-
セルロースとの比較で、最も高い重合度を有し、最も安定であることから、α-セルロー
スが望ましい。ヘミセルロースは非晶質であるため、パルプまたは繊維の機械的強度に寄
与する効果がセルロースと比較すると低い。
【００３６】
　したがって、いくつかの態様では、アカシア・クラシカルパのセルロース系材料を含む
溶解パルプが提供される。
【００３７】
　木材中の親油性構成成分は、ジクロロメタン、アセトン、クロロホルムおよびジエチル
エーテルなどの有機溶剤によって抽出される。アカシア・クラシカルパのジクロロメタン
（DCM）抽出分は、木材の約1重量％未満、または約0.5重量％未満、または約0.4重量％未
満、または約0.33重量％以下、または約0.3重量％未満、または約0.25重量％未満、また
は約0.2重量％未満、または約0.1重量％未満、または0～約0.2重量％、そしてパルプの約
0.2重量％未満、または約0.1重量％以下でありうる。ちなみに、アカシア・マンギウムの
DCM抽出分は、材木の約1.21重量％およびパルプの約0.29重量％である。アカシア・クラ
シカルパのアセトン抽出分は、パルプの約0.5重量％未満、または約0.4重量％未満、また
は約0.3重量％未満、または約0.2重量％以下でありうる。
【００３８】
　したがって、アカシア・クラシカルパは、有利なことに、他のアカシア種と比較してす
ぐ得た化学的性質を有している。さらに有利なことに、アカシア・クラシカルパは親油性
構成成分が少ないので木材繊維を容易に分離することができ、サプライチェーンおよび製
造プロセス全体にわたって、木材およびパルプの操作性を容易に管理することができる。
態様では、アカシア・クラシカルパを、溶解パルプの製造における原材料として使用する
。
【００３９】
　加水分解時にペントース糖を与える多糖はペントサンと呼ばれる。キシラン（ヘミセル
ロースの一タイプ）は、ペントサンの一例である。本明細書において開示する酸性前加水
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分解工程は、原木材料中のヘミセルロースを分解する。したがって、溶解パルプ中のペン
トサンの量は、製造された溶解パルプ中に残されたヘミセルロースの量を示す。アカシア
・クラシカルパを含む溶解パルプは、原木材料100mgあたり約2.0mg～約3.0mgのペントサ
ンを有しうる。したがって、ここに開示する溶解パルプは約2.0重量％～約3.0重量％の量
のペントサンを有しうる。態様では、ペントサンの量は、約2.9重量％未満、または約2.8
重量％未満、または約2.7重量％未満、または約2.6重量％未満、または約2.5重量％未満
、および約3.0重量％超である。
【００４０】
　ここに開示する溶解パルプは、溶解パルプ中の全炭水化物の約90重量％超、または約95
重量％超、または約96重量％超の全α-セルロース系含量を有しうる。ここに開示する溶
解パルプは、溶解パルプ中の全炭水化物の約90重量％超、または約91重量％超、または約
92重量％超、または約93重量％超、または約94重量％以上、または約95重量％以上、また
は約96重量％以上のα-セルロース含量を有しうる。ここに開示する溶解パルプは、溶解
パルプ中の全炭水化物の少なくとも約90重量％～約99重量％のα-セルロース含量を有し
うる。ある態様において、ここに開示する溶解パルプは、溶解パルプ中の全炭水化物の約
96.4重量％のα-セルロース含量を有しうる。
【００４１】
　溶解パルプ中に存在するヘミセルロースの量は、溶解パルプ中の全炭水化物の約2.5％
超、または約3％超、または約3.1％超、または約3.2％超でありうる。
【００４２】
　アルカリ耐性は、生成物収率と、高分子量セルロース画分の比率とを予測するのに重要
である。18％水酸化ナトリウム溶液に対する溶解パルプ中のセルロースの耐性は「R18」
と称され、一方、10％水酸化ナトリウム溶液に対する溶解パルプ中のセルロースの耐性は
「R10」と称される。18％水酸化ナトリウム溶液（R18）がヘミセルロースを溶解するのに
対し、10％水酸化ナトリウム溶液（R10）は低分子量セルロースとヘミセルロースをどち
らも溶解する。高分子量セルロースの比率、例えばα-セルロースの比率は、高い方が望
ましいので、R18値は高い方が望ましい。18％水酸化ナトリウム溶液における溶解パルプ
中のセルロースの耐性は、約95％超、または約96％超、または約97％超、または約98％超
でありうる。
【００４３】
　R18値とR10値の間の差が大きいほど、溶解パルプ中の分解されたセルロースの量が多い
。ある態様では、ここに開示する溶解パルプのR18値とR10値の間の差が、約0.5超、また
は約0.6超、または約0.7超、または約0.8超、または約0.9超、または約1.0超である。
【００４４】
　18％水酸化ナトリウムにおける溶解パルプ中のセルロースの溶解度は「S18」と称され
、一方、10％水酸化ナトリウム溶液に対する溶解パルプ中のセルロースの溶解度は「S10
」と称される。S10値とS18値はパルプの溶解度を表しており、水酸化ナトリウム溶液の使
用を通例伴うパルプ加工中の材料の損失量を示す。S10値とS18値は、それぞれR10値およ
びR18値の逆であり、それぞれR10値およびR18値を100％から差し引くことによって計算さ
れる。18％水酸化ナトリウム溶液におけるセルロースの溶解度は、約5％未満、または約4
％未満、または約3％未満、または約2％未満でありうる。10％水酸化ナトリウム溶液にお
ける溶解パルプ中のセルロースの溶解度は、約10％未満、または約8％未満、または約7％
未満、または約6％未満、または約5％未満でありうる。溶解パルプは、本明細書において
開示する前加水分解クラフトプロセスを使って、木材から製造することができる。
【００４５】
　クラフトプロセス（別名サルフェートプロセス）は、よく使用されるパルプ化プロセス
であり、このプロセスでは、水酸化ナトリウムと硫化ナトリウムとの水性アルカリ混合物
を使って、木材が処理され、蒸煮される。この処理によって、木材繊維内および木材繊維
間のリグニンが分解されて可溶性になり、繊維分離が可能になる。
【００４６】
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「パルプ化」は、一般に、繊維分離を達成するためのプロセスを指す。木材および他の有
機植物材料は、セルロース、ヘミセルロース、リグニンおよび他の微量構成要素を含む。
リグニンは個々の繊維間に散在するポリマーのネットワークであり、個々の木材繊維を一
つにつなぐ細胞間接着因子として機能する。パルプ化プロセスでは、リグニン高分子が断
片化され、それによって個々のセルロース系繊維を遊離させ、紙または他の最終製品の変
色と将来の崩壊とを引き起こしうる不純物を溶解する。
【００４７】
　クラフトプロセスを用いる溶解パルプの製造では追加の酸性前加水分解処理工程を利用
する（この工程は木材が含有するヘミセルロースを分解するために使用される）ので、こ
の製造プロセスは「前加水分解クラフトプロセス」と呼ばれる。この酸性前加水分解工程
は、アルカリ媒質における分解に対するヘミセルロース構成要素の耐性ゆえに必要になる
。生成する酸性液は、分解されたヘミセルロース構成要素を含有し、通例、蒸発乾燥させ
て、エネルギー生産のために燃やされるか、廃棄物として捨てられる。
【００４８】
　したがって、態様では、溶解パルプを調製する方法は、（a）アカシア・クラシカルパ
のセルロース系またはリグノセルロース系材料を含む組成物を加水分解する工程であって
、それによって、処理されたセルロース系またはリグノセルロース系組成物を形成する、
工程、（b）処理された組成物を、溶解パルプを製造するための条件下で加熱する工程を
含む。
【００４９】
　ここに開示する方法に従って調製される溶解パルプの収率は、原木材料に基づいて、約
30重量％超、または約35重量％超、または約36重量％超、または約37重量％超、または約
38重量％超、または約39重量％超でありうる。
【００５０】
　本開示の一態様による溶解パルプを調製するための前加水分解クラフトプロセスを図1
に図解する。
【００５１】
　図1を参照して説明すると、第1工程は、原木材料を、蒸解釜を満たすのに適したサイズ
の木材チップに切断することである。例えば木材チップの約80重量％超は、約7mm以上の
サイズで、約7mm以下の厚さを有しうる。蒸解釜を満たすのに適する典型的な木材チップ
サイズ分布は次のとおりである:約45mm以上のサイズを有する過大チップは多くて0.5重量
％である;約8mm以上の厚さを有する過厚チップは多くて8重量％である;約7mm以上のサイ
ズおよび約7mm以下の厚さを有するチップ（「アクセプト」と称する）は少なくとも82.5
重量％である;約3mm～約7mmのサイズを有するチップ（「スモールアクセプト」と称する
）は多くて7重量％である;約3mm未満のサイズを有するチップ（「細粒」と称する）は多
くて1重量％である;樹皮は最大1重量％まで存在しうる。
【００５２】
　木材チップのサイズとは、実質的に球状であればチップの直径を指し、球状でなければ
球状チップとの比較でそのチップの等価な直径を指す。
【００５３】
　木材チップは、樹皮、茎、根およびそれらの混合物からなる群より選択することができ
る。木材は、0.25重量％未満の親油性成分含量を特徴とする植物から選択することができ
る。木材はアカシア属（Acacia）から選択することができる。木材はアカシア・クラシカ
ルパから選択することができる。
【００５４】
　102では木材チップを蒸解釜に加える。ここでは、木材チップを軟化させるために、低
圧（LP）蒸気を加えることができる。LP蒸気は約4.0～4.2bargの圧力を有しうる。
【００５５】
　蒸解釜は、前加水分解クラフトプロセスにおいて木材を加熱し蒸煮するのに適した任意
の蒸解器であってよい。蒸解釜は、比較的高い耐熱性と比較的高い耐食性を有するように
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、適当に選択することができる。
【００５６】
　態様では、加水分解する工程は、アカシア・クラシカルパのセルロース系またはリグノ
セルロース系材料を加水分解媒質で処理する工程を含む。加水分解媒質は、アカシア・ク
ラシカルパのセルロース系またはリグノセルロース系材料と反応することで、ヘミセルロ
ースを破壊しうる。セルロースまたはヘミセルロースの多糖は加水分解されて低分子量の
カルボン酸または有機酸を形成する。加水分解は、水を使った分子内の結合の破壊を伴う
反応である。この反応は、主に、イオン（多糖残基のカチオン対イオンなど）と水分子と
の間で起こり、しばしば溶液のpHを変化させる。したがって、加水分解プロセスでは有機
酸などの酸性反応生成物が形成されて、酸性加水分解物をもたらす。
【００５７】
　加水分解媒質の一例は蒸気または加圧蒸気である。一態様では、加水分解媒質が、本質
的に蒸気から構成される。蒸気は本明細書において開示する圧力および温度でありうる。
一態様では、蒸気による処理を1つまたは2つまたは複数の圧力で行うことができる。例え
ば104では、木材を加熱するために、低～中圧の蒸気を蒸解器に加えることができる。加
えられる蒸気は約4barg～約12bargの圧力を有しうる。加えられる蒸気は、約150℃～約20
0℃の温度を有しうる。蒸気はLP蒸気源に由来して、約4.0～4.2bargの圧力と約150～153
℃の温度とを有することができる。蒸気は、中圧（MP）蒸気源に由来して、約11.0～11.5
bargの圧力と約190～200℃の温度とを有することができる。蒸気はLP蒸気源とMP蒸気源と
を交互に繰り返してもよい。蒸気は蒸解器の底部に加えることができる。
【００５８】
　加水分解する工程は、単一の工程/段階または複数の工程/段階で行うことができる。一
態様において、木材チップは、圧力条件および温度条件を変えて、蒸気により、逐次的に
処理することができる。
【００５９】
　加水分解する工程は一定の条件が満たされるまで行うことができる。木材は、予め決定
された時間にわたって、一定の条件下で処理することができる。この一定の条件には、例
えば木材チップの温度が約160～約175℃になり、蒸解器の圧力が約7bargになるまで蒸気
を加えること、およびこれらの条件を約60分～約120分、または約75分～約120分、または
約90分～約120分、または約105分～約120分、または約60分～約105分、または約60分～約
90分、または約75分～約105分、または約90分～約105分、または約90分～約100分の継続
時間にわたって維持することを含めることができる。
【００６０】
　加水分解する工程は、加水分解物のpHが約3未満、または約2未満、または約pH1～約pH3
、または約pH2～約pH3になるまで行うことができる。木材は、加水分解物のpHが約3未満
、または約2未満、または約pH1～約pH3、または約pH2～約pH3になるまで処理することが
できる。一態様では、加水分解物が凝縮蒸気加水分解物である。
【００６１】
　104では、蒸気が木材中の構成成分と反応することで、酸性の反応生成物を生成させう
る。例えば、木材中のヘミセルロースが分解されることで、酸性前加水分解工程なしで製
造されたパルプと比較して有利なことにα-セルロース含量が高く、しかもより一様なセ
ルロース分子量分布を有するパルプが得られる。これらの性質は、特に、合成ビスコース
レーヨン繊維の製造に要求される性質である。生成した酸は、ヘミセルロースの多糖の加
水分解をさらに強化しうる。
【００６２】
　いくつかの態様では、酸加水分解を受ける組成物が、アカシア・クラシカルパ木材チッ
プと、少なくとも1つの加水分解媒質とを含む。ここに開示する組成物は、溶解パルプを
調製するために使用することができる。
【００６３】
　106では、アルカリ溶液、例えば熱白液（HWL）を蒸解釜に加えることによって、酸性組
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成物を中和することができる。HWLは容器HWL ACCに貯蔵することができる。HWLは、約100
℃～約150℃、または約110℃～約140℃、または約135℃の温度で加えることができる。HW
Lは、例えばHWLをHWL源からポンプ送出することによって、蒸解釜に導入することができ
る。白液は、水酸化ナトリウムと硫化ナトリウムとの水性アルカリ混合物である。水酸化
ナトリウムは白液中に約60g/L～約80g/L、または約70g/L～約75g/Lの濃度で存在しうる。
硫化ナトリウムは白液中に約30g/L～約40g/L、または約34g/L～約35g/Lの濃度で存在しう
る。蒸解釜にはHWLを木材材料に対して向流方向または並流方向に供給することができる
。ある態様では、HWLが木材材料と向流方向に接触するのを助けるために、HWLを蒸解釜の
底部に供給する。
【００６４】
　蒸解器からの廃棄生成物は黒液と称される。この時点で、熱黒液（HBL）はヘミセルロ
ースが分解されて生じる炭水化物を含みうる。HBLは蒸解器の頂部から取り出すことがで
きる。HBLは容器HBL ACC IIに収集することができる。熱白液を入れる容器と熱黒液を入
れる容器は、前加水分解クラフトプロセスに適した任意の容器であってよい。熱白液を入
れる容器と熱黒液を入れる容器は、比較的高い耐熱性と比較的高い耐食性を有するように
、それぞれ適当に選択することができる。
【００６５】
　クラフトプロセスは工程104および106を含まない。
【００６６】
　108では、例えば容器HWL ACCから、蒸解釜へと熱白液を追加する。HWLは、木材繊維内
および木材繊維間のリグニンを分解して可溶性にし、よって繊維分離を可能にすることで
、処理された液を生成させる。リグニン分解は106において開始し、108まで続けるか、ま
たは108において初めて開始することができる。HWLは、約100℃～約150℃、または約110
℃～約140℃、または約135℃の温度で加えることができる。HWLは、例えばHWLをHWL源か
らポンプ送出することによって、蒸解釜に導入することができる。蒸解釜にはHWLを木材
材料に対して向流方向または並流方向に供給することができる。ある態様では、HWLが木
材材料と向流方向に接触するのを助けるために、HWLを蒸解釜の底部に供給する。
【００６７】
　108では、HWLの添加前に、またはHWLの添加と同時に、またはHWLの添加後に、熱黒液（
HBL）を蒸解釜に加えることができる。HBLは容器HBL ACC Iに貯蔵することができる。HBL
は、リグニンの分解を強化するために加えることができる。HBLは、蒸解器中のHWLの量を
補足する量で加えることができる。HBLは、蒸煮プロセス中に要求される量を補うために
加えることができる。108において加えられるHBLは、蒸煮プロセスに役立つように、より
高濃度のアルカリを含みうる。HBLは、例えばHBLをHBL源からポンプ送出することによっ
て、蒸解釜に導入することができる。蒸解釜にはHBLを木材材料に対して向流方向または
並流方向に供給することができる。ある態様では、HBLが木材材料と向流方向に接触する
のを助けるために、HBLを蒸解釜の底部に供給する。HBLとHWLは、蒸解器に加える前に混
合してもよい。HBLとHWLは蒸解器に別々に加えてもよい。
【００６８】
　この時点で、蒸解器から取り出された熱黒液は、ヘミセルロースの分解によって生じた
炭水化物および/または分解されたリグニンを含有しうる。HBLは、蒸解器の頂部から取り
出すことができる。HBLは容器HBL ACC IIに収集することができる。
【００６９】
　110では、組成物を加熱および蒸煮して溶解パルプを製造するために、蒸解器に中圧（M
P）蒸気を加えることができる。MP蒸気は、約10.5～11.5barg、または約11.0～11.5barg
の圧力、および約180～200℃、または約190～200℃の温度を有しうる。蒸解器には、例え
ば注入によって、蒸解器の頂部および/または底部に、および/または反応が起こる蒸解器
の中央部に、蒸気を加えることができる。蒸気は、一定の条件が満たされるまで加えるこ
とができる。アルカリ溶液中で処理されるセルロース系またはリグノセルロース系組成物
は、予め決定された時間にわたって、一定の条件下で、加熱または蒸煮することができる
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。この一定の条件には、例えば組成物の温度が約160～約170℃になるまで蒸気を加えるこ
と、およびこれらの条件を約30分～約60分、または約40分～約60分、または約50分～約60
分、または約30分～約50分、または約30分～約40分、または約40分～約50分、または約45
分～約60分の継続時間にわたって維持することを含めることができる。
【００７０】
　したがって加熱または蒸煮工程は、処理される組成物をアルカリ溶液の存在下で加熱す
ることを含みうる。アルカリ溶液は白液および/または黒液を含みうる。アルカリ溶液はN
aOHとNa2Sとの混合物を含みうる。
【００７１】
　いくつかの態様では、蒸煮工程後に得られるセルロース系組成物が、アカシア・クラシ
カルパのパルプを含み、アカシア・クラシカルパが固形分でセルロース系組成物の少なく
とも50重量％、または少なくとも55重量％、または少なくとも60重量％であることを特徴
とする。このセルロース系組成物は、ここに開示する溶解パルプを得るために、洗浄する
か、またはさらに精製することができる。
【００７２】
　いくつかの態様において、ここに開示するセルロース系組成物は、アカシア・クラシカ
ルパのパルプがリグニンを実質的に含まないことを特徴とする。いくつかの態様において
、ここに開示するセルロース系組成物は、アカシア・クラシカルパのパルプがリグニンを
実質的に含まず、少量の、例えば本明細書において開示するような量の、ヘミセルロース
を有することを特徴とする。いくつかの態様において、ここに開示するセルロース系組成
物は、アカシア・クラシカルパのパルプが本明細書において開示する（例えば0～約0.20
重量％の）親油性成分含量を有することを特徴とする。
【００７３】
　いくつかの態様において、本セルロース系組成物は、リグニン、炭水化物、ヘミセルロ
ースおよび無機塩を含む液状混合物を、さらに含む。
【００７４】
　蒸煮プロセス後は、溶解パルプを異なるパルプ処理プロセスに付すことができる。パル
プ処理プロセスは必要に応じて選択することができる。パルプ処理プロセスは、必要に応
じて、ある順序で配置することができる。例えば溶解パルプは、酸素および苛性アルカリ
をパルプに適用する酸素脱リグニンに付すことができる。溶解パルプは、二酸化塩素をパ
ルプに適用する二酸化塩素漂白プロセス（「D」で表される）に付すことができる。溶解
パルプは、苛性アルカリ（「E」で表される）、酸素（「O」で表される）および過酸化水
素（「P」で表される）を同時にパルプに適用する（それゆえに「EOP」で表される）別の
漂白プロセスに付すことができる。
【００７５】
　ある態様では、溶解パルプを、酸素脱リグニンに付し、次に、シーケンスOD（EOP）DP
を使った漂白に付すことができる。
【００７６】
　ここに開示するセルロース系組成物は、溶解パルプを調製するために使用することがで
きる。
【００７７】
　112では、製造されたパルプを洗浄するために置換液を加えることができる。置換液は
、蒸解器から熱黒液を取り出すために加えることができる。本プロセスの無機化学品は再
使用またはリサイクルのために回収することができる。有機構成要素はエネルギー生成の
ために回収することができる。置換液はブラウンストック洗浄溶液であってもよい。ブラ
ウンストック洗浄溶液は、蒸解器蒸煮プラントの下流にある第1ブラウンストックパルプ
洗浄段階からの圧縮液である。置換液は蒸解器の底部に加えることができる。HBLは、蒸
解器の頂部から取り出して、容器HBL ACC IおよびHBL ACC IIに集めることができる。
【００７８】
　114では、製造された溶解パルプを置換液によって蒸解器から排出させ、排出槽へと取
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り出すことができる。溶解パルプは蒸解器の底部で取り出すことができる。
【００７９】
　別の例では、酸性亜硫酸塩プロセスを使って木材から溶解パルプを製造することができ
る。
【００８０】
　酸性亜硫酸塩プロセスでは、亜硫酸とカルシウムまたはマグネシウムなどの塩基化学品
の塩との水溶液で木材を処理することができる。酸性亜硫酸塩パルプ化の目的はリグニン
を分解または断片化することではなく、リグニンの親水性を向上させることによってリグ
ニンを可溶化することである。酸性亜硫酸塩法パルプは、リグニン含量が同じぐらいの前
加水分解クラフトパルプと比べて、比較的低いヘミセルロース含量および比較的高いセル
ロース含量を有しうる。酸性亜硫酸塩法パルプは比較的容易に漂白することができる。こ
こに開示する酸性亜硫酸塩プロセスは、セルロース含量が溶解パルプ中の全炭水化物の約
90％超、または約91％超、または約92％超である溶解パルプを製造する能力を有しうる。
【００８１】
　しかし、酸性亜硫酸塩プロセスは、大気に排出されるSO2の量が多くなりうるので、ク
ラフトプロセスおよび前加水分解クラフトプロセスと比較して多くの汚染を生じうる。酸
性亜硫酸塩プロセスは抽出分を効率よく溶解することができない場合があるので、その使
用を応用することができる木材原材料種の範囲は小さくなりうる。酸性亜硫酸塩プロセス
を使って溶解パルプを製造することができる。
【００８２】
　有利なことに、ここに開示する前加水分解クラフトプロセスの蒸煮工程では、酸性亜硫
酸塩プロセスの蒸煮工程より短い継続時間で、同じような溶解パルプ品質を達成すること
ができる。有利なことに、ここに開示する前加水分解クラフトプロセスは、酸性亜硫酸塩
プロセスより機械的に強いパルプを製造することができる。有利なことに、ここに開示す
る前加水分解クラフトプロセスでは、化学試薬の回収および再利用が酸性亜硫酸塩プロセ
スより容易になりうる。有利なことに、ここに開示する前加水分解クラフトプロセスでは
、効率のよい漂白技術で、関連する溶解パルプ要件を満たすことが可能になる。
【００８３】
　ビスコースは、ここに開示する溶解パルプから製造することができる。アカシア・クラ
シカルパ由来のセルロース繊維をビスコース繊維に再生させることができる。したがって
、態様では、再生セルロース繊維を製造する方法が提供される。本方法は、（a）アカシ
ア・クラシカルパの溶解パルプを塩基処理して、キサントゲン酸セルロースを製造する工
程を含みうる。本方法は、（b）再生セルロース繊維を製造するためにキサントゲン酸セ
ルロースを中和する工程を含みうる。
【００８４】
　本開示の一態様によるビスコースプロセスを図2に図解する。
【００８５】
　202では、溶解グレードパルプをアルカリ化する。溶解パルプおよび水性水酸化ナトリ
ウムを混和することができる。溶解パルプは、水性水酸化ナトリウムの添加前、または添
加と同時、または添加後に加えることができる。使用する水酸化ナトリウムの濃度は、約
10重量％～約25重量％、または約15重量％～約25重量％、または約15重量％～約20重量％
、または約18重量％でありうる。水性水酸化ナトリウムにおける溶解パルプの処理は、約
50℃～約60℃、または約53℃～約55℃の温度で行うことができる。アルカリ処理の圧力条
件に特に制約はなく、大気圧で行うことができる。溶解パルプは本明細書において開示す
るものであってよい。態様では、溶解パルプはアカシア・クラシカルパを含みうる。態様
では、0.25重量％未満の親油性成分含量を特徴とするアカシア・クラシカルパの溶解パル
プを提供することができる。
【００８６】
　204では、アルカリ化されたパルプを、離解させ、圧縮し、粉砕することができる。工
程202は、工程204の前に行ってもよいし、工程204と同時に行ってもよい。パルプ中のセ
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ルロース分子のアルコラート基は、水性水酸化ナトリウム溶液中でパルプを離解したとき
に、下記反応式1に従って水性水酸化ナトリウム溶液と反応して、アルカリセルロースを
生成する。
［反応式1］
（C6H10O5）n-OH＋NaOH→（C6H10O5）n-O-Na＋H2O
【００８７】
　その後、アルカリセルローススラリーを圧縮すると、過剰な水酸化ナトリウムが除去さ
れる。乾燥したスラリーを粉砕するとアルカリセルロース断片が生成する。
【００８８】
　206では、アルカリセルロース断片を老成プロセスに付すことができ、ここでは断片が
酸素に曝露される。老成プロセスは、約4～約6時間程度の継続時間、または約5時間にわ
たって行うことができる。酸素への曝露により、セルロースの重合度は約400～約500に低
下しうる。
【００８９】
　208では、老成したセルロースを二硫化炭素（CS2）溶液で処理することで、下記反応式
2に従ってキサントゲン酸セルロースを形成させることができる。工程208はキサントゲン
酸化と呼ばれている。
［反応式2］

【００９０】
　CS2は、老成したセルロースに、セルロース（例えばオーブン乾燥したセルロース）の
乾燥重量に基づいて、約30重量％～約40重量％の量で加えることができる。例えば1000kg
のCS2を、オーブン乾燥重量ベースで3トンのセルロースに加えることができる。あるいは
、老成セルロースを、CS2の容器にポンプ送出してもよい。
【００９１】
　210では、キサントゲン酸セルロースを弱水性水酸化ナトリウム溶液に溶解して、蜂蜜
に似た稠性を有する橙色のシロップ状液体を生成させることができる。使用する水酸化ナ
トリウムの濃度は、約10g/L～約20g/L、または約15g/L～約17g/Lとすることができる。こ
の橙色のシロップ状液体がビスコース溶液である。
【００９２】
　したがって、塩基処理工程は、水性水酸化ナトリウムで溶解パルプを処理すること、処
理された溶解パルプを老成すること、および老成した溶解パルプを二硫化炭素と反応させ
てキサントゲン酸セルロースを形成させることを含みうる。
【００９３】
　異なる濃度の水酸化ナトリウム溶液を調製して、苛性ソーダステーションに貯蔵するこ
とができる。苛性ソーダステーションは、付属する配管により、反応系が入っている容器
と流体接続することができる。
【００９４】
　212では、ビスコース溶液を、酸素の存在下で一定期間、熟成させることができる。熟
成時の酸素への曝露により、溶液の粘度とセルロース重合度が低下する。溶液の粘度は約
45～55Pa・秒まで低下させることができる。重合度は約400～約500まで低下させることが
できる。熟成後は、ゲルや未溶解繊維などの不純物を除去するために、溶液を濾過するこ
とができる。濾液（別名ビスコースドープ）は、主としてセルロースと水酸化ナトリウム
とを含む。残渣は捨てるかリサイクルすることができる。分散ガスを除去するために、濾
液を脱気してもよい。不純物および分散ガスは紡糸上の問題および最終製品の低品質の一
因になるので、除去した方が有利である。工程212は、要求される品質と熟成度が達成さ
れたときに完了する。達成される熟成度は、15～20ホッテンロート度（すなわち、ビスコ
ースを凝固させるのに必要な10％塩化アンモニアが15～20ml）の範囲でありうる。水酸化
ナトリウムにキサントゲン酸セルロースを溶解してから紡糸プロセスを開始するまでに要
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する時間は約8～10時間程度であるだろう。
【００９５】
　214では、濾液を、硫酸溶液における湿式紡糸プロセスに付すことができる。紡糸浴溶
液における硫酸溶液の濃度は、約108～約112g/L、または約110g/Lとすることができる。
湿式紡糸プロセスは、ビスコース濾液を紡糸口金にポンプ送出し、ビスコースを紡糸浴ス
テーションからの硫酸紡糸浴液中に押し出すことで、セルロースを沈殿させ再生して、繊
維を形成させることを含みうる。湿式紡糸プロセスは、約45℃～約50℃の温度で行うこと
ができる。
【００９６】
　湿式紡糸プロセスにおける反応は下記反応式3に従う。
［反応式3］

【００９７】
　CS2は、ガスとして放出され、硫酸ナトリウム（Na2SO4）が主要副生成物として形成さ
れる。
【００９８】
　使用した紡糸浴液は、紡糸浴ステーションに還送/リサイクルして濾過し、溶解したCS2
およびH2Sを除去するために脱気し、プロセス温度まで温めることができる。紡糸浴組成
物を維持するために、ビスコース溶液から持ち込まれた水を蒸発させることができる。上
記反応式3に従って紡糸反応によって形成された硫酸ナトリウム副生成物と紡糸浴中の硫
酸は、結晶化によって除去することができる。新しい硫酸を紡糸浴組成物に加えることが
できる。
【００９９】
　繊維形成中および処理プロセス後に発生した二硫化炭素（CS2）は、収集し、凝縮し、
再使用することができる。痕跡量のCS2およびH2Sを含む廃棄ガスは酸化して、元素状硫黄
（S）、二酸化硫黄（SO2）または硫酸（H2SO4）にするか、または吸着プラントにおいて
さらに処理することができる。
【０１００】
　したがって中和する工程は、キサントゲン酸セルロースを硫酸浴における湿式紡糸プロ
セスに付すことによって、再生セルロース繊維を製造することを含みうる。
【０１０１】
　216では、再生セルロース系ビスコース繊維を延伸することができる。218では、延伸さ
れた繊維を所望の長さに切断することができる。切断機から重力によって落とされた切断
済みの繊維は、トラフの幅全体に機械的に分配され、トラフ中の熱水上を「浮動」するフ
リースを形成することになる。残存するCS2およびH2Sを全て繊維から放出させるために、
蒸気が熱水に注入される。放出されたガスは泡を形成し、それが繊維フリースを熱水上で
「浮動」させる。切断機からの継続的な新しい供給により、繊維フリースは、徐々に前方
に押し出されて後処理装置に到達する。
【０１０２】
　220では、切断された繊維が後処理機に供給され、ここでは繊維を、洗浄、脱硫、漂白
および/または軟化に供することができる。
【０１０３】
　後処理は、通例、以下の洗浄区画と処理区画とに分割することができる:
a）無酸洗浄（約70℃）;
b）痕跡量の酸が全て除去されていることを保証するための第1洗浄（約70℃）;
c）熱NaOH-Na2S溶液（2～3g/L、約65℃）による脱硫;
　痕跡量の元素状硫黄および他の硫黄化合物がここで除去される。繊維上に分散した最後
の硫黄は、次式に従って溶液中のNaOHと反応する。
［反応式4］
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6NaOH＋12S→2Na2S2O3＋2H2OまたはNa2S→Na2S5
　形成されるポリ硫化物は水溶性であり、したがって洗い流すことができる。洗浄水の温
度が45℃を上回るように注意する必要がある。
d）脱硫浴を除去するための第2洗浄（約60℃）;
e）次亜塩素酸ナトリウムの溶液（1～2g/Lの活性塩素）による、pH9～10および温度20～2
5℃における漂白;
　NaOCl（次亜塩素酸ナトリウム）の作用は、NaOClが加水分解して次亜塩素酸になり、そ
れが、酸素を切り離して、極めて強力な酸化剤として作用するという事実によるものであ
る。加水分解の程度はpHと温度に依存する。加速は低いpHおよび高い温度によって達成さ
れる。しかし過激な漂白が繊維を損傷しないように注意しなければならない。したがって
浴内の条件は一定に維持されなければならない。
　衛生用または食品用ビスコース繊維が必要な場合は、通例、無塩素漂白が必要になる。
この目的には、通例、過酸化水素が使用される。この漂白作用も酸化反応に基づく。
f）第3洗浄（約30℃）;
g）最終洗浄（約60℃）;
h）軟化（約50℃）;
　ここでは、以後のテキスタイル事業に必要な特徴を有する繊維を与える軟化剤を、繊維
に適用する。柔軟剤のタイプは以後のテキスタイル事業を考慮して選択しなければならな
い。
【０１０４】
　どの洗浄区画と処理区画の間でも、過剰な液分を除去するために圧搾ローラーを使用す
ることができる。これらのローラーの重さは、したがって圧縮比は、それらを満たす水を
必要に応じて増減することによって調節することができる。
【０１０５】
　軟化区画の前または後に、付着している水を可能な限り除去するために圧縮ローラーを
使用してもよい。圧縮ローラーは、必要に応じて、空気圧で調節することができる。
【０１０６】
　・軟化浴を希釈しないように、
　・繊維中の湿気を可能な限り乾燥機に持ち込まないように（蒸気節約）
検討することが重要である。
【０１０７】
　222では、処理されたビスコース繊維を乾燥し、圧縮し、梱包することができる。
【０１０８】
　したがって態様では、アカシア・クラシカルパのセルロース系材料を含む再生セルロー
ス繊維が提供される。アカシア・クラシカルパのセルロース系材料は、0～0.20重量％の
親油性成分含量を特徴としうる。態様では、本明細書において開示する再生セルロース繊
維を含むテキスタイルが提供される。
【０１０９】
　上記の開示を読めば、本発明の主旨および範囲から逸脱することなく、本発明の他のさ
まざまな変更態様および改変態様も、当業者には明白になることは明らかであるだろう。
また、そのような変更態様および改変態様は全て、添付の特許請求の範囲に包含されるも
のとする。
【実施例】
【０１１０】
　以下に、本発明の非限定的実施例および比較例を、具体的実施例を参照して、さらに詳
しく説明するが、これらが本発明をいかなる形でも限定していると解釈してはならない。
【０１１１】
実施例1
　アカシア・クラシカルパを用いる前加水分解クラフト溶解パルプの製造を検討するため
に、実験室での研究を行った。工業用溶解パルプを製造するために、消費量ならびに結果
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準として使用した。
【０１１２】
　詳細な実験室煮沸条件およびその結果は、下記表2に見ることができる。
【０１１３】
【表２】

【０１１４】
　前加水分解因子（Pファクター）により、同じパルプ化度を与えるために必要な、また
予め決定された特徴を有するパルプを製造するために必要な、蒸煮時間および/または蒸
煮温度の調節が予測される。アカシア・クラシカルパの場合、前加水分解時間は、ユーカ
リよりもわずかに（5分）長い。ペントサン目標値を達成するために、より高いPファクタ
ーが必要だからである。しかし総蒸煮サイクル時間は、典型的な工業用溶解パルプの標準
内である。
【０１１５】
　良質なパルプが、アカシア・クラシカルパ原木材料に基づいて39％超という比較的高い
収率で達成された。未漂白パルプの場合、アカシア・クラシカルパは97.3％のR18値と2.6
％のペントサン含量を有していた。
【０１１６】
　この結果は工業用ユーカリ溶解パルプに匹敵する。
【０１１７】
　蒸煮プロセス後に、溶解パルプを酸素脱リグニンに付し、次に、シーケンスOD（EOP）D
Pを使った漂白を行った。漂白パルプの分析結果を下記表3に示す。
【０１１８】
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【表３】

【０１１９】
　上述した実験室での研究により、表3に示すように、アカシア・クラシカルパの制御さ
れた蒸煮および漂白により、工業用溶解パルプに要求される重要なパラメータの全てを満
たしうることが明らかになった。
【０１２０】
実施例2
　工業グレードのビスコース紡糸溶液の調製に関して、実験室で調製したアカシア・クラ
シカルパおよびユーカリの前加水分解クラフト溶解パルプの適性を決定するために、実験
室での研究を行った。結果を、市販のユーカリ溶解パルプ（参照パルプ）を使って得られ
たものと比較した。
【０１２１】
　図2に図解したフローチャートに従ってビスコース繊維を調製した。
【０１２２】
　溶解グレードのアカシア・クラシカルパから調製された工程204の調製済みアルカリセ
ルロースパルプの圧縮挙動は、溶解グレード広葉樹パルプに典型的なものと一致した。
【０１２３】
　次に、アルカリセルロース試料を工程206において予備的老成に供した。アカシア・ク
ラシカルパおよびユーカリの前加水分解クラフト溶解パルプの重合度および粘度（DP/粘
度）の出発値は類似していたが、パルプの予備的老成応答には相違があった。図3は、ア
ルカリセルロース老成工程中は、アカシア・クラシカルパ前加水分解クラフト溶解パルプ
よりもユーカリ前加水分解クラフト溶解パルプの方が粘度が低く、速い速度でDPが低下す
ることを示している。しかし、DP調整濾過指数および濾過性の挙動は、工業グレードのビ
スコース溶液の予期される標準内にあった（下記表4参照）。
【０１２４】
　工程212における濾過後に、3つのパルプ試料から調製されたビスコース溶液内に未溶解
繊維または溶解が不十分なゲルは存在しないことが、顕微鏡分析（未掲載）によって示さ
れた。
【０１２５】
　工程212における熟成後に、アカシア・クラシカルパから調製されたビスコース溶液は
、試験した他のパルプよりも高い平均粒度および広い分布を有していたことが、図4から
わかる。
【０１２６】
　ビスコース溶液の後熟成挙動にほとんど相違はなかった。ただし、図5に示すように、
アカシア・クラシカルパ溶液では、開始時に、わずかに速い速度が見られた。
【０１２７】
　この実施例における研究室での検討の結果は、アカシア・クラシカルパ前加水分解クラ
フト溶解パルプから調製されたビスコース溶液が、ビスコース繊維の工業生産において使
用するのに適した一般的要件を満たすことを示している。
【０１２８】
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